
肝癌のため治療経験のある患者さんまたはご家族の方へ 

臨床研究に対するご協力のお願い 

 

 愛媛県立中央病院では、上記の病気で受診された方の検体や診療情報（カルテ情報）を使

用して臨床研究を実施いたしております。本研究に該当する可能性のある方のご協力をお願

いいたします。この研究を実施することによる患者さんへの新たな負担は一切ありません。 

本研究への協力を望まれない場合、研究についての詳しい情報を希望される場合などは、

その旨、以下の「問い合わせ先」までご連絡をお願います。本研究への協力を望まれない旨

のご連絡を頂いた場合は研究対象からは除外させて頂きますので、検体や診療情報は利用さ

れず、また他の研究機関への提供も行いません。 

 

【研究課題名】多施設共同研究・肝癌に対する高齢者・超高齢者に対するラジオ波治療成績 

【研究の目的】  

 高齢化社会の進行に伴い、肝癌患者さんの平均年齢も高齢化がみられております。８

０歳以上の超高齢者も数多く見られるようになりました。肝癌に対する低侵襲な治療と

して一般に広く行われていますラジオ波治療があります。そのような高齢な方達におけ

る治療成績はまだ一定の見解がありません。過去のカルテ情報を元に治療効果の違いが

年代によってあるのか否かをあきらかとします。 

 

【対象となる方】  

  当病院にて肝細胞癌と診断され、2000 年１月以降に治療を受けられた患者さんの診療

録（内科・外科・放射線科）を研究の対象といたします。 

【使用する検体・診療情報】 

  カルテ情報： 年齢・性別・肝機能、血小板、Child-Pugh 分類評価項目：T-bil, Alb, 

PT, 肝性脳症、腹水の有無、ICG-R15 分値、肝硬度(Fib-4 index),AFP,L3 分画、PIVKA-II、

HbA1c、飲酒既往、HCV・HBV の感染既往の有無、自己免疫性または代謝性肝疾患の有無、

腫瘍径、腫瘍個数、脈管浸潤・肝外転移の有無、初回治療法、初発日、最終観察日、予後

情報 

【研究期間】 平成 29 年 9 月 21 日から平成 30 年 3 月 31 日 

 

【個人情報の取扱い】 

  使用する情報からは、お名前、住所など、患者さんを特定できる個人情報は削除します。 

また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人

情報は公表いたしません。 

 

【研究責任者】 

  愛媛県立中央病院 消化器内科 平岡淳  

（電話（代表）：089-947-1111、FAX: 089-943-4136） 


